
 

 

旅客搭乗橋（ＰＢＢ）の安全性向上についての提言 

 

 

【背景】 

 国内の空港において旅客搭乗橋（ＰＢＢ）のタイヤに作業員が巻き込ま

れ両脚を切断するという痛ましい事故が平成２０年に発生していること

は極めて遺憾である。ＰＢＢの運用にあたっては、設置者及び運用者によ

り種々の安全対策が講じられているところであるが、同様な事故の防止を

図るため本検討会は、ＰＢＢ本体についても、さらに安全性を向上させる

ことが望ましいとの認識に至った。 

 

【理由】 

 （１）ＰＢＢのタイヤには、接近を警告する装置が通常設置されている

が、タイヤに巻き込まれることを直接防ぐ装置は我が国では未だ普

及が十分でない。 

 （２）ＰＢＢのタイヤには、一輪あたり７トン前後の大きな重量がかか

っている。 

 （３）海外の主要空港ではＰＢＢのタイヤに巻込み防止装置（タイヤガ

ード）を設置する事例が少なからずみられる。 

 

【提言】 

ＰＢＢのタイヤに巻込み防止装置（タイヤガード）を設置することは、

作業員等が万一接触した場合の事故被害の軽減に大きな効果があり、我

が国の空港においても普及を図っていくべきものと考えられる。 

従って、ＰＢＢ設置者等の関係者に対して、ＰＢＢの新設、更新等の

機会をとらえて、タイヤに巻込み防止装置（タイヤガード）を設置する

ことを推奨するとともに、広く関係者に対して、その普及が促進される

よう努めることを提言する。 
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